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(57)【要約】
【課題】伝送される画像信号に混入するノイズの影響を
低減化する。
【解決手段】電子内視鏡２０は撮像素子２６、伝送レー
ト変更回路２８を有する。撮像素子２６は１３．５ＭＨ
ｚの伝送レートで画素信号を出力する。伝送レート変更
回路２８は画素信号を受信する。伝送レート変更回路２
８は受信した同じ画素信号を２倍の伝送レートで２回、
内視鏡プロセッサに伝送する。内視鏡プロセッサにおい
て、同じ画素信号を比較する。画素信号の信号レベルが
異なるとき、ノイズの混入した画素信号と判断する。ノ
イズの混入した画素信号に補間処理を施す。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光面に２次元状に複数配置される画素それぞれの受光量に応じた画素信号を第１の周
波数で出力する撮像素子と、
　同じ前記画素信号を、前記第１の周波数の２倍以上である第２の周波数で、複数回異な
るタイミングで送信する送信部と、
　前記送信部から異なるタイミングで複数回送られる同じ前記画素信号を比較することに
より、前記画素信号にノイズが混入しているか否かを判断する判断部とを備える
　ことを特徴とする画像信号伝送システム。
【請求項２】
　前記判断部は、異なるタイミングで送られる複数の前記画素信号の信号強度が異なると
きに、前記画素信号に前記ノイズが混入していると判断することを特徴とする請求項１に
記載の画像信号伝送システム。
【請求項３】
　前記ノイズが混入していると判断された前記画素信号に対応する前記画素である注目画
素の周囲の前記画素に対応する前記画素信号を用いて、前記注目画素における前記画素信
号を補間する補間部を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像信号
伝送システム。
【請求項４】
　前記ノイズが混入していると判断された前記画素信号に対応する前記画素であるノイズ
画素に対して、ノイズが混入されたと判断された画素信号を生成する以前および／または
以後に生成した前記画素信号を用いて、前記ノイズ画素における前記画素信号を補完する
補間部を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像信号伝送システム
。
【請求項５】
　前記判断部が前記画素信号に前記ノイズが混入していると判断するときに、比較される
すべての前記画素信号の中で信号強度の一致する画素信号数が最も多い画素信号をノイズ
が混入されない画素信号として前記判断部から出力されることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の画像信号伝送システム。
【請求項６】
　前記送信部は、同じ前記画素信号を連続した異なるタイミングで複数回送信することを
特徴とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項７】
　前記送信部は、同じ前記画素信号を所定の間隔を空けて複数回送信することを特徴とす
る請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項８】
　前記送信部が同じ前記画素信号を複数回送信する間隔が、前記画素信号ごとに異なるこ
とを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項９】
　前記送信部が、電子内視鏡の挿入管の先端に設けられることを特徴とする請求項１～請
求項８のいずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項１０】
　前記送信部が電子内視鏡の操作部に設けられることを特徴とする請求項１～請求項８の
いずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項１１】
　前記判断部が、電子内視鏡における内視鏡プロセッサに接続されるコネクタに設けられ
ることを特徴とする請求項１～請求項８のいずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
【請求項１２】
　前記判断部が、内視鏡プロセッサに設けられることを特徴とする請求項１～請求項８の
いずれか１項に記載の画像信号伝送システム。
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【請求項１３】
　受光面に２次元状に複数配置される画素それぞれの受光量に応じた画素信号を第１の周
波数で出力する撮像素子と、
　同じ前記画素信号を、前記第１の周波数の２倍以上である第２の周波数で、複数回異な
るタイミングで送信する送信部とを備える
　ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の電子内視鏡から前記画素信号を受信する受信部と、
　前記送信部から異なるタイミングで複数回送られる同じ前記画素信号を比較することに
より、前記画素信号にノイズが混入しているか否かを判断する判断部とを備える
　ことを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伝送中の画像信号に混入する外乱ノイズの影響を低減化する画像信号伝送シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体や構造物の内部などを観察するために、電子内視鏡が用いられている。電子内視鏡
には、挿入管の先端に撮像素子を設けられる。撮像素子に生成される画像信号が、伝送ケ
ーブルを介して体外にある内視鏡プロセッサに出力される。
【０００３】
　挿入管の先端から内視鏡プロセッサまでの間の伝送経路の何処においても、外乱ノイズ
が混入する可能性がある。ノイズの混入によって表示される画像の劣化が生じることが問
題であった。
【０００４】
　伝送ケーブルの強磁性可撓管への内挿（特許文献１参照）、伝送ケーブルの導電性のシ
ールド部材による被覆（特許文献２参照）などのようにノイズの混入を防止する構成が提
案されている。
【０００５】
　しかし、これらの構成によってもノイズの混入を確実に防ぐことは困難であり、ノイズ
の混入による表示画像の劣化を抑えることが望まれていた。
【特許文献１】特開２００３－６１９０１号公報
【特許文献２】特開２００２－１７７２１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明では、何処かの伝送経路において混入するノイズの影響、または伝
送経路全体において混入するノイズの影響を低減化させる画像信号伝送システムの提供を
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の画像信号伝送システムは、受光面に２次元状に複数配置される画素それぞれの
受光量に応じた画素信号を第１の周波数で出力する撮像素子と、同じ画素信号を第１の周
波数の２倍以上である第２の周波数で複数回異なるタイミングで送信する送信部と、送信
部から異なるタイミングで複数回送られる同じ画素信号を比較することにより画素信号に
ノイズが混入しているか否かを判断する判断部とを備えることを特徴としている。
【０００８】
　なお、判断部は異なるタイミングで送られる複数の画素信号の信号強度が異なるときに
画素信号にノイズが混入していると判断することが好ましい。
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【０００９】
　また、ノイズが混入していると判断された画素信号に対応する画素である注目画素の周
囲の画素に対応する画素信号を用いて注目画素における画素信号を補間する補間部を備え
ることが好ましい。
【００１０】
　また、ノイズが混入していると判断された画素信号に対応する画素であるノイズ画素に
対して、ノイズが混入されたと判断された画素信号を生成する以前および／または以後に
生成した画素信号を用いてノイズ画素における画素信号を補完する補間部を備えることが
好ましい。
【００１１】
　また、判断部が画素信号にノイズが混入していると判断するときに、比較されるすべて
の画素信号の中で信号強度の一致する画素信号数が最も多い画素信号をノイズが混入され
ない画素信号として判断部から出力されることが好ましい。
【００１２】
　また、送信部は、同じ画素信号を連続した異なるタイミングで複数回送信することが好
ましい。
【００１３】
　また、送信部は、同じ画素信号を所定の間隔を空けて複数回送信することが好ましい。
【００１４】
　また、送信部が同じ画素信号を複数回送信する間隔が、前記画素信号ごとに異なること
が好ましい。
【００１５】
　また、送信部が、電子内視鏡の挿入管の先端または電子内視鏡の操作部に設けられるこ
とが好ましい。
【００１６】
　また、判断部が、電子内視鏡における内視鏡プロセッサに接続されるコネクタまたは内
視鏡プロセッサに設けられることが好ましい。
【００１７】
　本発明の電子内視鏡は、受光面に２次元状に複数配置される画素それぞれの受光量に応
じた画素信号を第１の周波数で出力する撮像素子と、同じ画素信号を第１の周波数の２倍
以上である第２の周波数で複数回異なるタイミングで送信する送信部とを備えることを特
徴としている。
【００１８】
　本発明の内視鏡プロセッサは、受光面に２次元状に複数配置される画素それぞれの受光
量に応じた画素信号を第１の周波数で出力する撮像素子と同じ画素信号を第１の周波数の
２倍以上である第２の周波数で複数回異なるタイミングで送信する送信部とを備える電子
内視鏡から画素信号を受信する受信部と、送信部から異なるタイミングで複数回送られる
同じ画素信号を比較することにより画素信号にノイズが混入しているか否かを判断する判
断部とを備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、伝送する画像信号へのノイズの混入による影響を信号処理により低減
化させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の第１の実施形態を適用した画像信号伝送システムを有する内視鏡シス
テムを示す外観構成図である。
【００２１】
　内視鏡システム１０は、電子内視鏡２０、内視鏡プロセッサ４０、およびモニタ１１に



(5) JP 2008-148835 A 2008.7.3

10

20

30

40

50

よって構成される。内視鏡プロセッサ４０は、電子内視鏡２０、及びモニタ１１に接続さ
れる。
【００２２】
　電子内視鏡２０は体内に挿入される。電子内視鏡２０により体内の撮影が行われる。撮
影した画像に相当する画像信号が生成される。画像信号は内視鏡プロセッサ４０に伝送さ
れる。内視鏡プロセッサ４０により、伝送された画像信号に対して所定の信号処理が施さ
れる。所定の信号処理を施した画像信号はビデオ信号としてモニタ１１に送られ、送られ
たビデオ信号に相当する画像がモニタ１１に表示される。
【００２３】
　電子内視鏡２０は、挿入管２１、操作部２２、連結管２３、およびコネクタ２４によっ
て形成される。挿入管２１が、操作部２２から延びるように設けられる。操作部２２とコ
ネクタ２４とが、連結管２３を介して連結される。
【００２４】
　挿入管２１は可撓性を有しており、挿入管２１が体内や構造物内部に挿入される。操作
部２２には、電子内視鏡２０および内視鏡システム１０が有する機能を実行させるための
スイッチなどが設けられる。コネクタ２４を内視鏡プロセッサ４０の端子４１に装着する
ことにより、電子内視鏡２０が、内視鏡プロセッサ４０に接続される。
【００２５】
　電子内視鏡２０の内部構成について図２を用いて説明する。図２は、電子内視鏡２０の
内部構成を示すブロック図である。電子内視鏡２０には、ライトガイド２５、撮像素子２
６、撮像素子ドライバ２７、伝送レート変更回路２８、内視鏡メモリ２９、およびＲＯＭ
３０などが設けられる。
【００２６】
　ライトガイド２５は、コネクタ２４から挿入管２１の先端まで延設される。撮像素子２
６は、挿入管２１の先端に設けられる。撮像素子ドライバ２７およびＲＯＭ３０は、コネ
クタ２４内に設けられる。伝送レート変更回路２８および内視鏡メモリ２９は、操作部２
２内に設けられる。
【００２７】
　コネクタ２４を端子４１に接続すると、ライトガイド２５は内視鏡プロセッサ４０内部
に設けられる光源ユニット（図２において図示せず）と光学的に接続される。光源ユニッ
トによって発光される照明光がライトガイド２５によって伝達される。伝達された照明光
は、ライトガイド２５の出射端から出射し、配光レンズ３１を介して挿入管２１の先端付
近に照射される。
【００２８】
　照明光による被写体の反射光が対物レンズ３２を介して、撮像素子２６の受光面に入射
する。撮像素子２６はＣＣＤ撮像素子またはＣＭＯＳ撮像素子である。撮像素子２６は、
内視鏡プロセッサ４０に設けられるタイミングコントローラ（図２において図示せず）に
よる各動作のタイミングの制御に基づいて撮像素子ドライバ２７に駆動される。撮像素子
ドライバ２７の駆動により、撮像素子２６に入射する光学像に相当する画像信号が生成さ
れる。なお、画像信号は、１／３０毎に生成される。
【００２９】
　撮像素子２６の受光面には、複数の画素（図示せず）が２次元状に配置される。各画素
の受光量に応じた画素信号が生成される。受光面に配置される各画素から順番に画素信号
が出力される。なお、画素信号は、たとえば１３．５ＭＨｚの伝送レート（第１の周波数
）で出力される。受光面を形成するそれぞれの画素が生成する複数の画素信号によって、
画像信号が構成される。
【００３０】
　撮像素子２６から出力される画素信号は、順番に伝送レート変更回路２８に入力される
。伝送レート変更回路２８に入力された画素信号は、一旦内視鏡メモリ２９に格納される
。内視鏡メモリ２９に格納された画素信号は伝送レート変更回路２８に、読出される。画
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素信号は伝送レート変更回路２８により変更された２７ＭＨｚの伝送レート（第２の周波
数）で出力され、内視鏡プロセッサ４０に伝送される。
【００３１】
　なお、伝送レート変更回路２８からは、以下に説明するように同じ画素信号が２回伝送
される。図３は、撮像素子２６から画素信号が出力されるタイミング、第１、第２の格納
領域への画素信号が格納されるタイミング、第１、第２の格納領域への画像信号の格納状
況、および伝送レート変更回路２８から画素信号が出力されるタイミングを示すタイミン
グチャートである。
【００３２】
　タイミングｔ１において、第１、第２、第３、…、第αの画素から画素信号ａ１、ａ２
、ａ３、…、ａαが出力される（撮像素子出力欄参照）。タイミングｔ１において出力さ
れる画素信号ａ１、ａ２、ａ３、…、ａαによって第ａのフレームの画像信号Ｉｍ－ａが
構成される。タイミングｔ１の次のタイミングｔ２において、第１、第２、第３、…、第
αの画素から画素信号ｂ１、ｂ２、ｂ３、…、ｂαが出力される（撮像素子出力欄参照）
。タイミングｔ２において出力される画素信号ｂ１、ｂ２、ｂ３、…、ｂαによって第ｂ
のフレームの画像信号Ｉｍ－ｂが構成される。
【００３３】
　撮像素子２６から伝送レート変更回路２８に送られる画素信号は、同じタイミングで内
視鏡メモリ２９に格納される。なお、内視鏡メモリ２９には第１、第２の格納領域（図示
せず）が設けられる。第１、第２の格納領域それぞれは１フレームの画像信号を格納可能
である。
【００３４】
　一方の格納領域に１フレームの画像信号が格納されている間に、他方の格納領域に格納
された画像信号が伝送レート変更回路２８に読出される。次のタイミングにおいて、他方
の格納領域に１フレーム期間に出力される画像信号が格納され、その間に一方の格納領域
に格納された画像信号が伝送レート変更回路２８に読出される。以後、一方の格納領域へ
の画像信号の格納、読出しが繰返され、他方の格納領域からの画像信号の読出し、格納が
繰返される。
【００３５】
　例えば、タイミングｔ１において、第ａのフレームの画像信号Ｉｍ－ａを構成する画素
信号ａ１、ａ２、ａ３、…、ａαが第１の格納領域に格納される（第１の格納領域格納実
行欄参照）。タイミングｔ２において、第ｂのフレームの画像信号Ｉｍ－ｂを構成する画
素信号ｂ１、ｂ２、ｂ３、…、ｂαが第２の格納領域に格納される（第１の格納領域格納
実行欄参照）。
【００３６】
　第ａのフレームの画像信号Ｉｍ－ａは、タイミングｔ２において伝送レート変更回路２
９に読出される（伝送レート変更回路読出し／出力欄参照）。また、第ｂのフレームの画
像信号Ｉｍ－ｂは、タイミングｔ２の次のタイミングｔ３において伝送レート変更回路２
９に読出される。
【００３７】
　伝送レート変更回路２９は、２７ＭＨｚのレートで第１の格納領域または第２の格納領
域から画素信号を順番に読出す。読出した画素信号は読出したレートで内視鏡プロセッサ
４０に伝送される。１フレームの画像信号を構成する画素信号の出力を終えると再度同じ
格納領域に格納された画素信号が順番に読出され、内視鏡プロセッサ４０に伝送される。
すなわち同じ画素信号が２回伝送される。
【００３８】
　例えば、タイミングｔ２の前半期間および後半期間それぞれにおいて、第ａのフレーム
の画像信号Ｉｍ－ａを構成する画素信号ａ１、ａ２、ａ３、…、ａαが伝送レート変更回
路２９に読出され、伝送される（伝送レート変更回路読出し／伝送欄タイミングｔ２－１
、ｔ２－２参照）。同様にタイミングｔ３の前半期間および後半期間それぞれにおいて、
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第ｂのフレームの画像信号Ｉｍ－ｂを構成する画素信号ｂ１、ｂ２、ｂ３、…ｂαが伝送
レート変更回路２９に読出され、伝送される。
【００３９】
　なお、ＲＯＭ３０には電子内視鏡２０固有の特性情報が記憶される。電子内視鏡２０の
特性情報は、後述するように、内視鏡プロセッサ４０に送られ、内視鏡プロセッサ４０に
おける所定の機能の実行および信号処理等に用いられる。
【００４０】
　次に、内視鏡プロセッサ４０の内部構成について図４を用いて説明する。図４は、内視
鏡プロセッサ４０の内部構成を示すブロック図である。内視鏡プロセッサ４０には、光源
ユニット４２、画像処理ユニット４３、タイミングコントローラ４４、およびシステムコ
ントローラ４５などが設けられる。
【００４１】
　前述のように、光源ユニット４２はライトガイド２５に光学的に接続され、被写体を照
明するための照明光の供給を行う。なお、光源ユニット２５は絞り（図示せず）シャッタ
（図示せず）を有し、絞りの開口度やシャッタの開閉はタイミングコントローラ４４およ
びシステムコントローラ４５により制御される。
【００４２】
　コネクタ２４を内視鏡プロセッサ４０に接続すると、伝送レート変更回路２８と画像処
理ユニット４３とが電気的に接続される。伝送レート変更回路２８が出力する画像信号は
画像処理ユニット４３に伝送される。
【００４３】
　画像処理ユニット４３は、前段信号処理回路４６、メモリコントローラ４７、第１、第
２のＲＡＭ４８ａ、４８ｂ、判断回路４９、補間回路５０、および後段信号処理回路５１
によって構成される。前段信号処理回路４６、メモリコントローラ４７、判断回路４９、
補間回路５０、および後段信号処理回路５１が直列に接続される。第１、第２のＲＡＭ４
８ａ、４８ｂはそれぞれ、メモリコントローラ４７および補間回路５０に接続される。
【００４４】
　画像処理ユニット４３に伝送される画像信号を構成する画素信号は、前段信号処理回路
４６に受信される。前段信号処理回路４６において画素信号に対して、Ａ／Ｄ変換処理、
色補間処理などの所定の信号処理が施される。
【００４５】
　所定の信号処理の施された画素信号は、メモリコントローラ４７に出力される。前述の
ように、電子内視鏡２０からは同じフレームの画像信号を構成する画素信号それぞれが２
回伝送される。伝送される画素信号は、第１のＲＡＭ４８ａに格納される。
【００４６】
　なお、第１のＲＡＭ４８ａは第１、第２の格納領域を有しており、それぞれの格納領域
に２フレームの画像信号を格納可能である。２回伝送される画素信号は、同じ格納領域に
格納される。
【００４７】
　例えば、図３のタイミングｔ２－１において伝送レート変更回路２９から伝送される画
素信号ａ１、ａ２、ａ３、…、ａαは、順番に第１のＲＡＭ４８ａにおける第１の格納領
域に格納される（図５第１の格納領域格納実行欄参照）。また、図３タイミングｔ２－２
において伝送レート変更回路２９から伝送される画素信号ａ１’、ａ２’、ａ３’、…、
ａα’も、順番に第１のＲＡＭ４８ａにおける第１の格納領域に格納される。したがって
、第ａのフレームの画像信号で１回目に送られる画像信号Ｉｍ－ａおよび２回目に送られ
る画像信号Ｉｍ－ａ’が第１のＲＡＭ４８ａに格納される（図５第１の格納領域格納状況
欄参照）。
【００４８】
　また、タイミングｔ２の次のタイミングｔ３において、伝送レート変更回路２９から伝
送される１、２回目の画像信号Ｉｍ－ｂ／Ｉｍ－ｂ’が第１のＲＡＭ４８ａの第２の格納
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領域に格納される（図５第２の格納領域格納実行欄参照）。
【００４９】
　同じフレームの画像信号が２回、第１のＲＡＭ４８ａの一方の格納領域に格納されると
、次に格納された画像信号から同じ画素についての２つの画素信号がメモリコントローラ
４７に読出され、判断回路４９に出力される。
【００５０】
　例えば、タイミングｔ２において第１の格納領域に格納された第ａのフレームの画像信
号Ｉｍ－ａ／Ｉｍ－ａ’を構成する同じ画素の画素信号の組ａ１／ａ１’、ａ２／ａ２’
、ａ３／ａ３’、…、ａα／ａα’が順番にメモリコントローラ４７を介して判断回路４
９に出力される（図５メモリコントローラ読出し欄参照）。
【００５１】
　判断回路４９において、入力される２つの画素信号の信号レベルが比較される。画素信
号の信号レベルが一致しているときに、画素信号にはノイズが混入されていないと判断さ
れる。画素信号の信号レベルが異なるときに、画素信号にノイズが混入していると判断さ
れる。
【００５２】
　判断回路４９から補間回路５０に、画素信号とともに判断結果を示すパリティビットが
送信される。パリティビットが０のときは、画素信号にノイズが混入されていない状態を
示す。パリティビットが１のときは、画素信号にノイズが混入されている状態を示す。な
お、送信される画素信号は、電子内視鏡２０から１回目または２回目に送られた画素信号
のいずれであってもよい。
【００５３】
　補間回路５０はパリティビットに基づいて、画素信号を第２のＲＡＭ４８ｂに格納する
。パリティビットが１のときには、入力された画素信号が破棄される。パリティビットが
０のときには、入力された画素信号が第２のＲＡＭ４８ｂに格納される。
【００５４】
　さらに、補間回路５０により画素信号の破棄された画素である注目画素に対して補間処
理が実行される。補間処理は、図６に示すように、注目画素ＦＰの周囲の８画素を用いて
行なわれる。例えば、周囲の８画素ＳＰにおける画素信号の平均を求めて注目画素ＦＰの
画素信号として生成する平滑化処理、周囲の８画素ＳＰにおける画素信号の中央値を求め
て注目画素ＦＰの画素信号として出力するメディアンフィルタ処理等が行われる。補間処
理により得られた注目画素ＦＰの画素信号が第２のＲＡＭ４８ｂに格納される。
【００５５】
　１フレームの画像信号を構成するすべての画素信号の補間処理を終了すると、画像信号
は第２のＲＡＭ４８ｂから補間回路５０に読出され、後段信号処理回路５１に出力される
。
【００５６】
　後段信号処理回路５１に入力された画像信号に対して、クランプ、ブランキング処理等
の所定の信号処理が施され、またこれらの画像信号に対してＤ／Ａ変換が施される。Ｄ／
Ａ変換された画像信号は、モニタ１１に送られる。送られた画像信号に相当する画像がモ
ニタ１１に表示される。
【００５７】
　なお、システムコントローラ４５により内視鏡プロセッサ４０全体の動作が制御される
。また、タイミングコントローラ４４により内視鏡プロセッサ４０の各部位における動作
のタイミングが調整される。
【００５８】
　次にシステムコントローラ４５およびタイミングコントローラ４４により実行される第
１の実施形態におけるノイズ低減化のための動作について、図７のフローチャートを用い
て説明する。
【００５９】
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　まず、ステップ１００において、１３．５ＭＨｚの伝送レートで画素信号を出力するよ
うに、撮像素子２６を制御する。次にステップＳ１０１において、撮像素子２６が出力し
た画素信号を内視鏡メモリ２９に格納させる。また、格納した画素信号を２７ＭＨｚの伝
送レートにして、２回異なるタイミングで内視鏡プロセッサ４０に送信させる。
【００６０】
　ステップＳ１０２では、電子内視鏡２０から２回異なるタイミングで伝送される画像信
号を第１のＲＡＭ４８ａに格納させる。また、第１のＲＡＭ４８ａに格納した画像信号、
すなわち複数の画素信号の中で同じ画素に関する２つの画素信号を判断回路４９に出力さ
せる。
【００６１】
　２つの画素信号を判断回路４９に出力させると、次のステップＳ１０３に進む。ステッ
プＳ１０３では、２つの画素信号の信号レベルが比較させる。２つの画素信号の信号レベ
ルが異なるときには、ステップＳ１０４に進む。２つの画素信号の信号レベルが等しいと
きは、ステップＳ１０４をスキップする。
【００６２】
　ステップＳ１０４では、電子内視鏡２０から伝送された画素信号を破棄して、補間処理
を実行させる。補間処理の終了後、またはステップＳ１０３において２つの画素信号の信
号レベルが等しいときにステップＳ１０５に進む。
【００６３】
　ステップＳ１０５では、補間処理により生成した画素信号または比較に用いた画素信号
を第２のＲＡＭ４８ｂに格納させる。第２のＲＡＭ４８ｂへの格納後に、本実施形態にお
けるノイズ低減化の動作を終了する。
【００６４】
　以上のように、本実施形態の画像信号伝送システムによれば、ノイズが混入していると
考えられる画素信号を検出して、補間処理を行うことが可能になる。したがって、信号処
理によりノイズの影響を低減化することが可能になる。
【００６５】
　次に、本発明の第２の実施形態を適用した画像信号電装システムについて説明する。第
２の実施形態では、伝送レート変更回路から伝送される伝送レートおよびノイズが混入さ
れていると判断される画素における画素信号の処理について、第１の実施形態と異なって
いる。以下に、第１の実施形態と異なる点を中心に説明する。なお、第１の実施形態と同
じ機能を実行する部位には、同じ符号を付する。
【００６６】
　図８に示すように、第１の実施形態と同様、電子内視鏡２００には、ライトガイド２５
、撮像素子２６、撮像素子ドライバ２７、伝送レート変更回路２８０、内視鏡メモリ２９
、およびＲＯＭ３０などが設けられる。ライトガイド２５、撮像素子２６、撮像素子ドラ
イバ２７、内視鏡メモリ２９、およびＲＯＭ３０の構成および機能は、第１の実施形態と
同じである。
【００６７】
　伝送レート変更回路２８０が画素信号を出力する伝送レートと、同じ画素信号を伝送す
る回数が、第１の実施形態と異なる。伝送レート変更回路は、撮像素子２６が画素信号を
出力する伝送レートの３倍である４０．５ＭＨｚで画素信号を内視鏡プロセッサ４０に出
力する。また、伝送レート変更回路２８０により同じ画素信号が３回伝送される。
【００６８】
　図９に示すように、第１の実施形態と同様、内視鏡プロセッサ４００には、光源ユニッ
ト４２、画像処理ユニット４３０、タイミングコントローラ４４、およびシステムコンと
ローラ４５などが設けられる。光源ユニット４２、タイミングコントローラ４４、および
システムコントローラ４５の構成および機能は、第１の実施形態と同様である。
【００６９】
　画像信号処理ユニット４３０の構成が第１の実施形態と異なる。画像処理ユニット４３
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は、前段信号処理回路４６、メモリコントローラ４７、第１、第２のＲＡＭ４８ａ、４８
ｂ、判断回路４９０、および後段信号処理回路５１によって構成される。
【００７０】
　第１の実施形態と同様に、画像処理ユニット４３０に伝送された画素信号は、前段信号
処理回路に受信され、所定の信号処理が施される。所定の信号処理の施された画素信号は
メモリコントローラ４７に出力される。
【００７１】
　第１の実施形態と同様に、メモリコントローラ４７により第１のＲＡＭ４８ａに格納さ
れる。前述のように、同じフレームの画像信号を構成する画素信号それぞれが３回電子内
視鏡２０から伝送されており、３回伝送される画素信号は、第１、第２の格納領域のいず
れか一方に別々に格納される。なお、第１、第２の格納領域には、３フレームの画像信号
を格納可能である。第１の実施形態と同様に、同じ画素について別々に格納された３つの
画素信号がメモリコントローラ４７に読出され、判断回路４９０に出力される。
【００７２】
　第１の実施形態と同様に、判断回路４９０において入力される３つの画素信号の信号レ
ベルが比較される。すべての画素信号の信号レベルが一致しているときに、画素信号には
ノイズが混入されていないと判断される。画素信号の信号レベルが異なるときに、画素信
号にノイズが混入されていると判断される。
【００７３】
　第１の実施形態と異なり、第２のＲＡＭ４８ｂは判断回路４９０に接続される。画素信
号にノイズが混入されていないと判断したときに、判断回路４９０によって画素信号が第
２のＲＡＭ４８ｂに格納される。
【００７４】
　画素信号にノイズが混入されていると判断したときに、さらに判断回路４９０による判
断が行なわれ、３つの画素信号の中で２つの画素信号の信号レベルが同じときに信号レベ
ルが同じとなる画素信号が第２のＲＡＭ４８ｂに格納される。なお、３つの画素信号の信
号レベルがすべて異なるときは、判断回路４９０により３つの画素信号の平均化した画素
信号が、第２のＲＡＭ４８ｂに格納される。
【００７５】
　１フレームの画像信号を構成するすべての画素信号が第２のＲＡＭ４８ｂに格納される
と、画像信号は、第２のＲＡＭ４８ｂから判断回路４９０に読出され、後段信号処理回路
５１に出力される。
【００７６】
　第１の実施形態と同様に、後段信号処理回路５１に入力された画像信号に対して、所定
の信号処理およびＤ／Ａ変換が施される。Ｄ／Ａ変換された画像信号は、モニタ１１に送
られる。送られた画像信号に相当する画像がモニタ１１に表示される。
【００７７】
　次にシステムコントローラ４５およびタイミングコントローラ４４により実行される第
２の実施形態におけるノイズ低減化のための動作について、図１０のフローチャートを用
いて説明する。
【００７８】
　まず、ステップ２００において第１の実施形態におけるステップＳ１００と同じく、１
３．５ＭＨｚの伝送レートで画素信号を出力するように、撮像素子２６を制御する。次に
ステップＳ２０１において、撮像素子２６が出力した画素信号を内視鏡メモリ２９に格納
させる。また、格納した画素信号を４０．５ＭＨｚの伝送レートにして、３回異なるタイ
ミングで内視鏡プロセッサ４０に送信させる。
【００７９】
　ステップＳ２０２では、電子内視鏡２０から３回異なるタイミングで伝送される画像信
号を第１のＲＡＭ４８ａに格納させる。また、第１のＲＡＭ４８ａに格納した画像信号、
すなわち複数の画素信号の中で同じ画素に関する３つの画素信号を判断回路４９０に出力
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させる。
【００８０】
　ステップＳ２０３では、３つの画素信号の信号レベルすべてが一致するか否かを判断さ
せる。すべての信号レベルが一致していないとき、ステップＳ２０４に進む。ステップＳ
２０４では、３つの画素信号の中で２つの画素信号の信号レベルが一致するか否かを判断
させる。
【００８１】
　ステップＳ２０４において、どの信号レベルも一致していないときには、ステップＳ２
０５に進む。ステップＳ２０５では、３つの信号レベルの平均値を求め、平均値の画素信
号を第２のＲＡＭ４８ｂに格納させる。
【００８２】
　またステップＳ２０４において、２つの信号レベルが一致しているときには、ステップ
Ｓ２０６に進む。ステップＳ２０６では、信号レベルの一致する画素信号を第２のＲＡＭ
４８ｂに格納させる。
【００８３】
　ステップＳ２０４において、３つすべての画素信号の信号レベルが一致するときには、
ステップＳ２０８に進む。ステップＳ２０８では、比較に用いられた画素信号を第２のＲ
ＡＭ４８ｂに格納させる。
【００８４】
　ステップＳ２０６、ステップＳ２０７、またはステップＳ２０８において画素信号の第
２のＲＡＭ４８ｂへの格納を終了すると、本実施形態におけるノイズ低減化の動作を終了
する。
【００８５】
　以上のように、本実施形態の画像信号伝送システムによっても、ノイズが混入している
と考えられる画素信号を検出して、ノイズの混入していない画素信号のみの選択またはノ
イズの影響を低減化させた画素信号を生成可能である。したがって、信号処理によりノイ
ズの影響を全体的に低減化させることが可能である。
【００８６】
　さらに、第１の実施形態と異なり、画素信号にノイズが混入している場合であっても、
ノイズが混入していないと考えられる画素信号を選択して、画像の表示に用いるのでより
再現性の高い画像を表示することが可能となる。ただし、第１の実施形態と異なり、伝送
レート変更回路２８０により撮像素子２６における伝送レートの３倍以上の伝送レートに
変更して３回以上同じ画素信号を送らなければならない。それゆえ、伝送レートを３倍化
する、より高価な伝送レート変更回路が必要となる。
【００８７】
　なお、第１、第２の実施形態において、伝送レート変更回路２８、２８０は、撮像素子
２６が出力する画素信号と同じ順番で内視鏡メモリ２９に格納された画素信号を伝送する
構成であるが、１フレーム期間に同じ画素の画素信号が複数回伝送されれば、どのような
順番に定められていてもよい（図１１伝送レート変更回路読出し／伝送ランダム欄参照）
。定められた順番がＲＯＭ３０に記憶され、内視鏡プロセッサ４０に認識されれば、画像
処理ユニット４０におけるノイズ低減化のための処理を行うことは可能である。
【００８８】
　あるいは、同じ画素信号を連続で伝送してもよい（図１１伝送レート変更回路読出し／
伝送連続欄参照）。連続で伝送する場合には、内視鏡メモリ２９を省くことが可能になる
。ただし、ノイズの混入が伝送レート変更回路２８、２８０からの単一の画素信号の伝送
期間より長い場合には、複数回伝送される同じ画素信号に同じ大きさのノイズが混入する
ことがある。このような場合にノイズの影響を十分に低減化することが出来なくなる。し
たがって、内視鏡メモリ２９を用いる場合には、同じ画素信号を連続で伝送しないことが
好ましい。
【００８９】
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　また、第１、第２の実施形態において、伝送レート変更回路２８、２８０は操作部２２
に設けられる構成であるが、挿入管２１の先端に設けられてもよい。挿入管２１の先端に
設けられれば、挿入管２１から操作部２２までの間に発生するノイズの影響も低減化する
ことが可能である。伝送レート変更回路２８、２８０および内視鏡メモリ２９が十分に小
型化できれば、挿入管２１の先端に設けることが好ましい。あるいは、伝送レート変更回
路２８、２８０はコネクタ２４に設けられてもよい。コネクタ１４に設ける構成であって
も、コネクタ２４と内視鏡プロセッサ４０との間に生じるノイズの影響を低減化する効果
を有する。
【００９０】
　また、第１、第２の実施形態において、メモリコントローラ４７、第１、第２のメモリ
４８ａ、４８ｂ、判断回路４９、４９０、および補間回路５０は内視鏡プロセッサ４０に
設けられる構成であるが、伝送レート変更回路２８、２８０より内視鏡プロセッサ４０側
に設けられれば、何処に設けられてもよい。低減化が望まれるノイズが混入しやすい箇所
を、伝送レート変更回路２８、２８０と、メモリコントローラ４７、第１、第２のメモリ
４８ａ、４８ｂ、判断回路４９、４９０、および補間回路５１との間に配置すれば、ノイ
ズの影響の低減化が可能である。
【００９１】
　また、第１の実施形態において、注目画素ＦＰの周囲の８画素ＳＰにおける画素信号を
用いて補間処理を行う構成であるが、注目画素ＦＰを囲むすべての８画素でなく、周囲の
複数の画素ＳＰの画素信号により補間処理が行われてもよい。例えば、注目画素ＦＰの上
下の２画素、左右の２画素、上下左右の４画素、斜方の４画素における画素信号を用いて
もよい。
【００９２】
　さらには、周囲の画素でなく、同じ画素についての画素信号で、ノイズが混入している
と判断された画素信号と前後するフレーム期間に撮像素子２６から出力された画素信号を
用いて補間処理が行われてもよい。例えば、図１２に示すように、第２のフレーム期間に
撮像素子２６から出力された特定の画素の画素信号に対して、第１、第３のフレーム期間
に撮像素子２６から出力された同じ画素の画素信号を用いて補間処理を行うことも可能で
ある。
【００９３】
　また、第１の実施形態において、伝送レート変更回路２８は、撮像素子２６が画素信号
を出力する伝送レートの２倍の伝送レートで、画素信号の出力を行なう構成であるが、２
倍以上であれば何倍であってもよい。また、送信回数も２回に限られず、複数回であれば
何回であってもよい。
【００９４】
　また、第２の実施形態において、伝送レート変更回路２８０は、撮像素子２６が画素信
号を出力する伝送レートの３倍の伝送レートで、画素信号の出力を行なう構成であるが、
３倍以上であれば何倍であってもよい。また、送信回数も３回に限られず、３回以上であ
れば何回出力されてもよい。
【００９５】
　また、第２の実施形態において、３回伝送された同じ画素信号の信号レベルがすべて異
なっているときに、すべての画素信号を平均化した画素信号を生成する構成であるが、第
１の実施形態における補間回路５０のように、周囲の画素の画素信号を用いて補間処理を
行う構成であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の第１の実施形態を適用した画像信号伝送システムを有する内視鏡システ
ムの示す外観図である。
【図２】第１の実施形態の電子内視鏡の内部構成を示すブロック図である。
【図３】撮像素子から画素信号が出力されるタイミング、第１、第２の格納領域への画素
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信号が格納されるタイミング、第１、第２の格納領域への画像信号の格納状況、および伝
送レート変更回路から画素信号が出力されるタイミングを示すタイミングチャートである
。
【図４】第1の実施形態の内視鏡プロセッサの内部構成を示すブロック図である。
【図５】第１のＲＡＭに画素信号が格納されるタイミングとメモリコントローラにより画
素信号が読出されるタイミングを示すタイミングチャートである。
【図６】注目画素と周囲の画素の位置関係を示す画素の配置図である。
【図７】第1の実施形態におけるシステムコントローラおよびタイミングコントローラに
より制御されるノイズ低減化のための動作を説明するためのフローチャートである。
【図８】第２の実施形態の電子内視鏡の内部構成を示すブロック図である。
【図９】第２の実施形態の内視鏡プロセッサの内部構成を示すブロック図である。
【図１０】第２の実施形態におけるシステムコントローラおよびタイミングコントローラ
により制御されるノイズ低減化のための動作を説明するためのフローチャートである。
【図１１】伝送レート変更回路による画素信号の読出しのタイミングの変形例のパターン
を示すタイミングチャートである。
【図１２】時間フィルタにより、画素信号の補間処理を行うときに用いる他の画素信号を
説明するための概念図である。
【符号の説明】
【００９７】
　１０　内視鏡システム
　２０、２００　電子内視鏡
　２１　挿入管
　２２　操作部
　２４　コネクタ
　２６　撮像素子
　２８、２８０　伝送レート変更回路
　２９　内視鏡メモリ
　３０　ＲＯＭ
　４０、４００　内視鏡プロセッサ
　４３、４３０　画像処理ユニット
　４７　メモリコントローラ
　４８ａ、４８ｂ　第１、第２のＲＡＭ
　４９、４９０　判断回路
　５０　補間回路



(14) JP 2008-148835 A 2008.7.3

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 2008-148835 A 2008.7.3

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(16) JP 2008-148835 A 2008.7.3

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(17) JP 2008-148835 A 2008.7.3

フロントページの続き

(72)発明者  柴崎　裕一
            東京都板橋区前野町２丁目３６番９号　ペンタックス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 DA51  FA13  GA02 
　　　　 　　  4C061 AA00  BB01  CC06  DD03  JJ15  JJ19  NN03  NN05  NN07  SS18 
　　　　 　　        SS21  UU03  UU09  YY12  YY18 
　　　　 　　  5C054 CC07  EA01  EA05  HA12 



专利名称(译) 图像信号传输系统，电子内窥镜，内窥镜处理器

公开(公告)号 JP2008148835A 公开(公告)日 2008-07-03

申请号 JP2006338281 申请日 2006-12-15

[标]申请(专利权)人(译) 保谷股份有限公司

申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 柴崎裕一

发明人 柴崎 裕一

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24 H04N7/18

CPC分类号 H04N5/217 A61B1/00009 A61B1/00016 A61B1/045 G02B23/2484 H04N5/357 H04N2005/2255

FI分类号 A61B1/04.362.J A61B1/04.370 G02B23/24.B H04N7/18.M A61B1/00.680 A61B1/04 A61B1/045.611

F-TERM分类号 2H040/DA51 2H040/FA13 2H040/GA02 4C061/AA00 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061
/JJ15 4C061/JJ19 4C061/NN03 4C061/NN05 4C061/NN07 4C061/SS18 4C061/SS21 4C061/UU03 
4C061/UU09 4C061/YY12 4C061/YY18 5C054/CC07 5C054/EA01 5C054/EA05 5C054/HA12 4C161
/AA00 4C161/BB01 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/JJ15 4C161/JJ19 4C161/NN03 4C161/NN05 
4C161/NN07 4C161/SS18 4C161/SS21 4C161/UU03 4C161/UU09 4C161/YY12 4C161/YY18

代理人(译) 松浦 孝
野刚

摘要(译)

要解决的问题：减少混合在要传输的图像信号中的噪声的影响。解决方
案：电子内窥镜20设置有成像元件26和透射率改变电路28.成像元件26以
13.5MHz的传输速率输出像素信号;传输速率改变电路28接收像素信号，
并且传输速率改变电路28以双倍传输速率将所接收的相同像素信号传输
两次到内窥镜处理器。在内窥镜处理器中，比较相同的像素信号。当像
素信号的信号电平不同时，判断为混合噪声的像素信号。对混合了噪声
的像素信号执行插值处理。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/89a4cbaa-fd96-401b-aef3-a56089a6b130

